
地

玲

節
十
三
潜

餌
五
班

ヨ

0

7
二

紀
州
由
良
附
遮
り
鳥
農
統
其
他
に
就
て

(
樹
版
-

版
付
)

館

林

寛

雷

此

1
編
は
私
が
京
大
粗
塀
郷
地
数
学
鈍
物
串
教
室
在
韓
坤
中
村
北
也

の
紳
輔
導
に
依
り
研
究
し
た
も
り
1

t
部

で
あ
る
｡

Ⅰ

緒

言

紀
州
は
於
け
る
鳥
基
枕
は
p
和
歌
山
市
の
南
方
約
五
十
粁
､
近
時
延
長
し
た
紀
勢
四
線
湯
浅

･
由
良
雨
騨
閏
は
鍍

達
し
て
p
細
長
-
東
関
に
亘
る
地
域
を
占
め
て
ゐ
る
｡
牝
に
は
植
物
化
石
で
周
知
の
陽
桟
佃
石
枕
を
初
め
､
鳥
屋
城

続
其
他
が
あ
-
､
南
に
は
地
質
時
代
に
就
て
伺
試
給
の
春
す
る
所
謂

『
砂
岩

･
常
磐
瓦
樹
』
が
あ
っ
て
.
暦
序
撃
的

ほ
も
興
味
多

き
地
域
で
あ
る
が
'
轟
は
欠
部

∴
偽
棺
桶
博
士
を
初
め
'
倍
袈

･
大
築
両
班
葦
士
等
諸
先
鞭
の
報
骨
が

あ
っ
て
以
凍

p
近
時
は
詳
細
を
聴
衆
を
兄
を

い
｡
私
は

fI
九
二
六
年
及
二
七
年
の
間
に
､
前
後
三
回
の
綿
密
在
る
貸

地
踏
査
の
姉
弟
得
ら
れ
た
資
料
を
以
て
､
此
疑
問
多
き
鳥
英
舵
の
厨
序
尊
的
並
に
市
産
物
撃
的
説
明
を
試
み
ん
と
苦

闘
し
た
が
､
蓬
に
自
ら
も
満
足
す
べ

き
姉
論
,h
=J柑
る
に
至
ら
ず
､
多
-
の
問
題
の
解
決
が
伐
然
と
し

て賂
魂
に
威
さ

れ
L
は
遺
憾
で
あ
る
｡
特
に
化
石
に
至
つ
ノL
は
､
之
よ
-
開
拓
す
べ

き
性
肇
の
も
の
も
多

い
か
ら
､
此
ほ
は
主
と
し

て
暦
序
撃
的
の
記
載
に
止
め
る
rJ
と
J
す
る
｡

Ⅲ

地

形
及
地

質

概

観

脚
p
地
形

此
地
域
は
'
紀
伊
山
系
の
支
脈
が
閏
に
延
び

て正
に
配
班
毎
峡
に
英
姿
を
波
せ
ん
と
す
る
部
分
を
古



ぎ

l･･

め
,
概
し
て
高
些

二

三
回
来
任
の
丘
陵
性
山
地
を
な
す
｡
東
北
東
-

西
南
西
の
走
向
を
有
す
る
地
層
の
影
響
は
､

著
し
く
地
形
の
上
に
現
は
れ

て､
由
良

･
原
等
の
諾
縦
谷
は
明
榊
痘

ケ
轡

iI
馬
等
の
遊
走
す
る
譜
山
脈
を
分
つ
｡

川
脈
の
先
端
の
み
が
,
石
怒

冒

-
成
る
白
幡
等
の
如
し

断
崖
に
終
っ
て
婆

博
の
激
す
る
押
角
と
な
-
'
縦
谷
は

1
郵
泥
水
に
被
は
れ
で
波
間
か
な
る
由
良
潤
等
の
哲
人
を
任
じ
､
其
奥
に
狭
長
怒
る
沖
横
地
を
験
す
乙
と
は
二

部

土
地
の
沈
降
が
加
は
つ
ね
結
果
と
考

へ
ら
れ
る
｡
値
筆

太
築
両
氏
は
'
賂
東
西
に
走
る
縦
谷
が
何
れ
も
蔵
婦
在
京

岩
静
等
の
走
向
に
沿
う
た
胆
純
度
浸
蝕
谷
と
解
し
て
¥
b
れ
る
が
'
由
良
谷

｡
原
谷
に
就
で
は
此
外
に
走
向
断
簡
も

手
樽
っ
て
ゐ
る
乙
と
は
否
定
山
楽
な

い
｡

我
園
の
各
地
盟

晶

在
る
北
東
-
甫
酉
及
北
西
-

南
東
の
断
層
は
比
に
も
多

い
が
'
こ
れ
が
地
形
上
に
現
は
れ
る

程
度
の
,p
の
は
少
く
P
唯
鹿
川
の
流
路
に
依
つ
!
ホ
Ln
る
る
落
今

井
闘
閲
の
横
谷
は
､
其
肯

き
断
層
線
は
沿
う
て

浸
蝕
の
進
み
し
も
の
と
皿
は
れ
る
79
の
の
珊
々
顕
著
夜
も
の
で
あ
る
｡

前
述
の
東
西
に
併
走

す
る
諸
山
脈
が
p
南
北
の
-2
脊
､
即
水
越
峠

･
焼
ケ
潮
時

･
西
畑
峠
を
通
ず
る

蒜

に
依
っ

て連
結
せ
ら
れ
､
此
線
の
両
側
ほ
て
は
,
地
僚
及

山
脈
の
方
向
が
共
に
南
方
に
屈
曲
聖
等

る
乙
と
は
佳
日
す
べ
き

革
薯
で
あ
る
｡

高
庇
が
低
さ
ね
め
に
岩
饗
は
起
伏
を
支
配
し
て
-

0
地
質
閲
の
示
す
如
-
.
特
に
由
良
弾
の
北
東
ほ
て
は
p
角

岩
の
レ
ン
ズ
が
p
浸
蝕
に
封
す
る
其
抵
抗
力
の
た
め
に
雷

と
こ
ろ
山
警

構
成
し
-

る
が
､
蒜

岩
ほ
し

さ堅

赦
在
る
も
の
は
,
苗
方
の
白
馬
山
脈
に
於
け
る
が
如
-
突
莞

る
出
脊
恕
覆
す
も
の
が
あ
る
｡
但
し
侵
蝕
輪
姐
の
進

み
た
る
と
土
地
の
下
降
の
た
め
に
'
地
形
は

一
般
に
従
順
形
堅
不
し
っ
ゝ
あ
る
.

紀
州
由
良
附
辻
の
鳥
取
統
其
他
に
就
て

重
l

T
三



地

球

節
十
三
怨

解
五
紙

曇
ニ

1
-aL

地
域
の
酉
方
に
は
'
細
谷
及
白
幡
の
石
衣
岩
地
に
小
規
模
の
ド

ヅ
ネ
が
あ
-
p
叉
白
佃
に
は
､
小
筒
域
で
は
あ
る

が
カ
レ
ン
ア
ユ
ル
ド
が
磯
達
し
､
且
文
字
通
-
の
裸
出
カ
ル

ス
ト
が
見
ら
れ
る
.
白
崎
の
小
鍾
乳
洞
は
'
我
の
踏
意

中
は
附
近
の
石
衣
採
掘
場
の
休
憩
所
と
怒
っ
て
ゐ
ね
｡

こ
､
地
質

庚
村
北
方
の
高
庇
育
米
内
の
丘
陵
地
は
.
下
部
白
撃
紀
圏
の
占
む
る
所
は
し
て
.
狭

い
沖
積
地
は
依
っ

て
南
方
の
粕
高
さ
山
地
よ
-
隔
離
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.
此
丘
陵
地
の
大
部
分
は
p
横
山
博
士
基
地
に
保
ち
詳
し
-
研
究

せ
ら
た
含
植
物
化
石
暦
た
る
個
石
統

(N
eocom
ian
)
で
あ
る
0
西
庚
に
は
.最
近
矢
部
博
士
が
両
虎
愚
(Pre･
G
ault)

と
命
名
さ
れ
た
撤
密
を
三
角
介
砂
岩
暦
が
あ
る
｡
明
柵
山
脈
の
北
濫
及
井
踊
-
糸
州
線
の
北
方
は
､
砂
岩
｡貢
岩
｡磯

岩
等
の
互
厨
た
る
高
橋
博
士
の
所
謂
箸
原
続
の
地
域
の

1
部
で
あ
る
が
p
私
は
後
遇
す
る
如
-
､
其
時
代
に
つ
い
て

擬
を
有
す
る
の
で
.
北
部
を
井
踊
舵
と
名
づ
け
で
北
方
の
署
原
紙
と
同
別
し
た
｡

明
和
川
脈
の
骨
格
を
覆
す
地
層
は
､
従
水
鳥
英
紙
の
み
の
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
カ
が
､
井
摘
棟
,<LJ除

い
た
山
脈

の
北
斜
面
に
は
､
フ
ズ
リ
ナ
石
衣
岩
を
含
む
着
生
犀
の
細
長
い
地
域
が
あ
る
｡
従
っ
て
鳥
英
舵
の
範
閲
も
'
以
前
考

へ
ら
れ
て
ゐ
ね
よ
-
は
狭
5,地
域
と
を
鼻
P
北
は
断
層
に
依
っ
て
前
述
の
肩
基
層
と
塊
し
.
商
は
不
整
合
は
よ
っ
て

旦
向
就
(上
部
倣
牒
)と
境
L
t･お

る
｡
荷
甫
金
屋
(離
村
)
｡
鵜
島
(衣
素
材
)
に
も
.
此
層
の
小
規
模
の
取
出
が
あ
る

別
醐
山
脈
商
斜
面
の
鳥
藁
統
(上
部
保
雄
)
は
､
僧
衣
色
頼
岩
p
紺
色
乃
至
黄
色
頁
岩
.
次
白

･
練

｡
紅
色
等
の
角

岩
白
色
結
晶
嚢
石
衣
岩
叉
は
鳥
英
石
衣
岩
及
濃
岩
等

よ
多
を
う
､

1
股
に
走
向
北
六
〇
度
兼
'
傾
斜
北
六
C
j度
に
近

い
｡
特
殊
含
化
石
圏
光
る
所
謂
鳥
英
石
衣
岩
は
､
水
越
･

門
前
｡吹
井
･糾
谷
は
露
出
し
て
ゐ
る
｡

鳥
鼎
舵
の
各
岩
石

は
､
前
記
別
紳
山
脈
北
斜
面
の
有
壁
圏
の
も
の
と
'
都
資
上
判
別
の
困
難
在
る
79
の
が
多

い
｡



警

灘洩濁濁り音

蔓

憂

墓

U葦

裏

鳥
基
準
り
南
に
は
所
謂

『
砂
岩
貫
岩
互
暦
』
が
擾
-
敏
速
す
る
｡
を
の
中
で
白
馬
山
脈
は
撤
密
な
砂
岩
p
放
散
虫

角
岩
､
蜘
色
喜

市
等
で
構
成
n
れ
て
ゐ
る
が
p
耽
ケ
湘
山
脈
は
大
部
分
砂
岩

こ
黒
石
は
L
y
p
稀
に
放
散
虫
坂
岩

･

無
化
石
石
衣
岩
竪
父
へ
て
ゐ
る
｡
此
二
つ
の
間
に
は
勿
論
層
位
上
多
少
の
差
異
は
諦
め
る
が
p
何
れ
も
南
四
囲
の
安

輩
川
簡
群
(上
部
保
雄
)と
封
比
す
べ

き
も
の
と
私
考
し
､
此
地
の
も
の
を
特
に
旦
尚
続
と
命
嘉
し
た
.

衣
奈
柑
北
方
二
粁
の
無
人
晶
質
島
は
'
撒
水
の
報
骨
と
異
-,L
P
金
島
悉
-
花
岡
閃
練
岩
よ
-
在
っ
て
ゐ
る
｡
海
岸

に
打
ち
上
げ
ら
れ
し
岩
石
以
外
水
成
岩
の

山
片
79
な

い
か
ら
.
其
境
川
時
代
等
は
知
る
由
も
な

い
が
､
其
位
置
及
塊

介
片
状
排
撃
不
す
岩
男
等
ほ
依
-
､
地
超
勤
多
d
TJ保
雄
紀
未
の
衛
上
運
動
は
裡
以
し
79
の
ほ
あ
ら
ず
や
と
の
碇
を
春

す
る
○

Ⅲ

暦

序

及

地

質

構

造

岬
p
宙

盤

暦

鳥
英
続
の
研
究
目
的
を
以
て
貸
地
踏
査
中
､
偶
然
に
JP
別
納
山
脈
の
北
斜
面
は
鮮
う
ね
白
崎

･
黒
山

.
法
花
寺

･

衣
奈
等
の
石
衣
採
掘
用
に
於
て
､
紡
錘
洩
石
衣
岩
を
散
見
し
た
｡
此
有
壁
圏

の
境
非
は
雀
だ
明
瞭
"LJ敏
･L
,と
維
p
酉

部
で
は
断
層
を
以

て境
せ
ら
れ
て
帥
長
-
鳥
基
就
中
に
介
在
し
.
兼
部
は
宙
-
倍
梨
氏
其
他
が
指
摘
せ
ら
れ
た
糸
川

の
紡
錘
血
石
次
岩
を
含

む
地
域
に
通
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
紡
傭
血
石
衣
岩
を
件
ふ
岩
石
は
､
主
に
撤
密

｡
粗
粒

の
黄
色
砂
岩
で
p
基
中
に
黒
色
質
岩
皮
衣
白
色
角
岩
層
を
爽

U
｡
而
し
て
石
衣
岩
は
敦
も
普
通
は
角
岩
と
接
し
て
分

布
L
p
又
韻
川
は
守
は
紡
錘
皿
石
衣
岩
中
に
､
良
質
の
石
炭
の
薄
層
を
塵
し
た
軍
も
あ
る
｡
(
由
良
セ
メ
ン
ト
愈
猷
試

紀
州
-;II
良

附
む
の
息
製
靴

其
他
に
放

て

重

芝

山
五



地

球

肺
十

三
番

的
五
紙

重
凹

一大

廟
に
依
れ
ば
其
熱
最
七

〇
〇
〇
飴
)
菅
生
暦
の
磐
石
が
､

鳥
兼
駅
の
も
の
と
識
別
の
困
難
在
る
rJ
と
は
既
述
の
如
-

で
あ
る
が
.
京
銀
圏
叫
の
砂
岩
は
'
貫
碧
と
宜
圏
す
る
rJ
と
至
っ
て
少

い
た
め
は
'
走
向
等
7P
多
-
は
不
明
で
あ
-

皆

へ
1
邦
互
暦
し
て
も
.
鳥
英
就
中
に
於
け
る
が
如
-
'
迎
潰
せ
る

レ
ン
ズ
と
し
て
貫
岩
中
に
介
在
す
る
こ
と
が
覆

い
｡
角
岩
は

.I
層
色
報
せ
た
白
色
は
近
さ
も
の
に
し

て､
極
め
て
稀
に
保
存
悪
し
き
放
散
虫
化
石
を
減
す
る
｡
石
衣

岩
は
勿
論
容
易
は
置
別
n
れ
る
が
､
育
珪
圏

｡
鳥
英
統
両
者
の
も
の
が
共
は
無
化
石
な
る
と
き
は
往
々
判
別
に
苦
し

ひ
こ
と
が
あ
る
｡

地
層
の
走
向
は
栗
田
に
近
-
､
傾
斜
北
方
ほ
し
で
見
掛
上
箪
斜
構
造
聖

不
す
｡
此
暦
を
便
宜
上
.
上

･
下
の
二
暦

に
分
つ
｡
下
層
は
塊
状
砂
岩

｡
白
色
角
岩

･
謂
色
貫
岩
政
一
一博
の
紡
錘
虫
石
衣
岩
よ
み
夜
-
､
明
醐
山
脈
山
智
の
北

側
に
沿
う
て
発
達
し
p
上
層
は
砂
岩
･田
岩
の
瓦
暦
､
角
岩
及
二
｡三
暦
の
石
衣
岩
等
ほ
依
･a
構
成
せ
ら
れ
､
下
僚
の

北
側
に
露
悶
し
て
ゐ
る
｡
角
岩
及
石
灰
岩
の
各
暦
は
.
束
に
移
る
ほ
従

以
屡
-

絶
た
れ
る
と
共
に
.
次
姉
は
其
厚
さ

も
減
じ
､
蓬
に
全
-
消
失
す
る
の
で
'
東
部
ほ
て
は
'
川蝉
調
に
貫
岩
HLJ挟
む
塊
状
砂
岩
が
地
暦
を
代
表
し
て
ゐ
る
｡

両
司
山

(
由
良
村
)
の
北
側
よ
-
井
摘
(甫
焼
付
)
万
両
に
露
出
す
る
塊
状
砂
岩
は
､
暦
序
学
的
に
は
紡
錘
虫
を
含

む

下
層
の
砂
岩
に
鼎
暫
す
る
｡
値
磐
氏
が

F
u
su
li-
c

yiind
ricl
を
報
せ

し
て
を
ら
れ
る
地
質
園
外
の
糸
川
の
石
衣
岩

及
私
が
踏
査
申
鞭
兄
し
た
そ
れ
よ
-
西
方
凶
粁
在
る
糸
川
大
谷
の
紡
錘
虫
石
衣
岩
も
p
同
じ
-
撤
密
粗
粒
夜
友
色
砂

岩
の
博
樹
中
に
､
狗
岩

｡
雷
岩
の
.薄
層
と
典
に
､
小
品
桃
状
に
介
在
し
て
ゐ
る
｡
即
糸
川
石
衣
岩
が
､
此
ほ
い
ふ
下

層
に
屠
す
べ

き
も
の
在
る
乙
と
は
疑
ふ
飴
地
が
老

い
.
哩
.
糸
川
の
石
衣
岩
は
ス
チ
ン
ク
カ
ル
ク
に
し
て
､

1
児
島

兼
石
衣
岩
に
酢
似
せ
る
た
め
か
､
従
衆
の
多
-
の
地
異
聞
に
は
中
庄
暦
と
し
て
色
彩
ら
れ
て
ゐ
る
rJ
と
は
､
聾
で
中



亨

_
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村
先
生
の
指
摘
せ
ら
れ
ね
と
乙
ろ
で
あ
る
.
斯
-
の
如
-
1
下
層
の
砂
岩
は
狭
さ
雅
状
を
な
し
て
~
長
-
朱
酉
に
亘

っ
て
ゐ
る
が
､
上
層
の
東
部

は
断
層
は
依
っ
て
非
摘
続
と
境
し
て
ゐ
る
U

R
崎

･
銀
山
の
石
次
岩
は
次
の
如

き
有
孔
虫
を
含
有
し
て
ゐ
る
｡

1･
Sc
h

et1w
ien
山a

j
a
p
o
n
ic
a

G
u
e
m
b
e
l･

･･
2
･
N
eoschw
a
g
e
r
in
a

c
r
a
t
ic
ul

i
f
e
I
a

S

chw
a
g
e
r
･

3,
/
B
ig
e
n
e
r
i
n
a

sum
a

tri
n
.

a

V
o
tZ
.

4
･

B
ig
e
n
e
r
in
a

s
p
･

5
,

N
od
o

si
nel11
C
y
lin
d
lic
a

B
I
a
d
y
.

6
･
S
ta
ffe
l

ta
w
a
a
g
e
T
li

s
e
h
w
a
g
e
r･

7
,

T
I
O
C
h
a
m

mi

n
a

i
n
c
e
r
a
t
a

d

TO
rb
ig
n
y
,

∞o
Nod
osar
ia

r
a
d
i
c
u
la

L
inn
6
.

9
･

Nod
osin
et1a
s
p

･

a
f
f
･

c
y

lin
d
l
i
c
a

B
l
a
d
y
･

t
0
･

D
en
ta
1in
a
s
p
･

a

ff･
c
o
m

m

u
n
i
s

B
r
a

d
y
･

11･
Bo
tiv
in
a

s
p
.

1
2
.

G

e
in
it
Z
ia

ovat
a

E
.

L

an
g
e
.

13.
E
n
d
o
th
y
r
a

s
p
,

1
4
<

A
n
om
ali
a

s
p
.

和
州
的
良
附
妃
の
胸
鵜
耽
非
他
に
就
て

.｢.:.I..:止

7
七



地

球

節
十

三
怨

郡

九

虻

要式

7
人

1
5
,

L
ing
ul
a

s

p

.

1
6
.

M
iz
z

ia
c
f

.ve
le
b

itana

S
c
h
u
b
e

rt.

以
上
の
中
で
p

(1
)
S

ch
eltw
ieniajap
.
n
ica
は
保
存
も
よ
-
丑
も
避
雷
に
L
y
t
故
小
棒
博
士
に
佐
l々
ば
長
門

秋
吉
で
は

(3
)
B
ig
eneEinasu
m
atriTla,
(
6

)
S
taffera
w
aag
en
i,

(
i6
)
M
izz
:La
V
eleb
i-an
p
等
と
典
に
二

盈
紀
石
衣
岩
(P
T

P
S)

中
の
も
の
で
あ
る
｡
(
7
)
T
roc
ham
m
in
a
in

cerata
及
び

(8
)
N
od
osl.ril
rld
icu
l･1･
の

中
前
者
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
石
炭
紀
に
も
磯
見
せ
ら
る
J
が

.
叉
後
者
と
典
に
歓
の
三
鷹
配
は
極
め
て
普
通
の
も
の

で
あ
る
0

点
川
の
北
龍
は
近
さ
法
花
寺
は
露
出
す
る
石
衣
岩
か
ら
は
'
次
の
化
石
が
摘
出
さ
れ
た
｡

1
8
･
S
chw
ag
erin
a

P
rin
CeP
S
M

o
elier.

19･
Sc
h
e
l
t

乱
e
n
ia

pr
i
s

c
a

(E
hren
bely)
V

.M
6
1ier.

2
0
.

Sc
hellwi
en
ia

in
ci
sa

S
chel
l
wi
e
n.

12
)
.

F
u
su
line
l
l
a

b

o
c
k

i

M

o
e
ller.

(18)
S

chw
age
r
in
a
P
rin
cep
s
は
美
波
及
秋
着
の

q
(U
p
p
er
O
u
ralian
)
に
､
(
i
9
)

S
ch
etlw
ien
ia
P
risca

)L
は
款
膏
の
q

(
L
o
w
e
r

O
u
r
alian
)
に
､
叉
(
2
)
)

F
.

bock
i
は
同
所
の

uN(M
oscov
ian
)
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
斯

-
の
如
-
.
法
花
寺
ポ
次
岩
中
の
プ
ア
ク
ナ
は
白
情

や
基
山
の
も
の
よ
-
79
下
位
の
地
質
時
代

臣
示

す
｡
即
白
崎
､

豊
山
の
石
衣
岩
は
二
鞄
配
金
牌
を
p
壊
花
車
の
も
の
は
上
部
石
汲
紀
を

ホ
す
｡

叉
黒
山
の
妃
に
北
方
衣
奈
村
の
酉
に
は
､

N
eosch
w
ag
erinl

C
rltic
ulif
era
を
含
む
厚
さ
昂
桃
状
の
白
色
石
衣



労
の
露
出
が
あ
る
ひ
此
物
は
上
部
石
塊
紀
よ
--
1
遍

紀
迄
通
じ
て

各
暦
に
含

ま
れ
る
も
の
で
あ
ゎ
'
此
地
方
で
も
白

幡

義

山

遠

花
寺
等
の
石
磐

石
中
に
も
あ
る
が
,
薯
際
は
於
で
は
斑
に
細
別
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
.

衣
寮
相
の
石
磐

石
の
層
位
は
洗
せ
ら
れ
な
か
っ
た
○
然
し
･
F
u
s
J
in
l

jap
on
ica
と
瓜
は
れ
る
破
片
を
減
し
て
ゐ

る
乙
と
は
,
法
花
寺
の
も
の
よ
ら
上
代
に
し
て

白
腫

義

山
の
互

の
と
略
同
位
で
あ
る
乙
と
恕
物
語
っ
て
ゐ
る
｡

間遺構質地層生育

hp

紀
州
山
良
附
妃

り
鳥
取
統
非
他
に
耽

て
果
し
て
然
ら
ば
.
古
生
厨
は
其
南
境
に
近
-

一
の
背
斜
静

を
構
成
し
た
も
の

那
,
側
魔
の
結
果
単
科
構
造

を
取
る
ほ
至
っ
た
も
の
で
あ
-
'
更
に
衣
奈
の

も
の
は
白
摘

｡
黒
山
の
も
の
の
少
し
-
上
位
に
あ
-
と
考

へ
ら
る
0
此
縛
は

野
外
観
察
の
辞
典
と
よ
-
解
合
す
る
｡
(

第

一
聞
)

屡
J･R
=越
し
た
る
如
-
､
古
座
厨
の
岩
石
は
､
中
産
暦
の
岩
石
と
匿
別
が
困

難
で
あ
る
か
ら
'
最
初
私
は
'
有
壁
圏
は
紡
錘
虫
石
磐

石
の
み
に
依
っ
て
代

表
せ
ら
れ
る
も
の
で
'
之
は
単
に
撃

哀

的
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

中

産

圏

中
に
封
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
と
解
し
た
FJ
と
も
あ
る
が
.
ブ

ロ
ッ
ク
と
し

て

は

飴
-
陀
大
規
模
で
あ
る
｡
即
'
黒
山
ほ

ては
､
石
衣
原
料
と
し
て
巳
に
採
麗

し
摂
さ
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
が
､
白
臓
に
Y
は
長

さ
七
甘
米
､
帽
二
百
五
十
米

高
さ
七
十
米
の
蚤
岬
を
彼
う
で
批
観
を
量
す
る
故
は
此
名
が
あ
る
位
で
あ
る

衣
奈
附
近
で
は
'
紡
錘
出
石
奮

石
に
揮
ふ
角
岩
は
'
有
壁
代
型
と
息
は
る
る

放
散
虫
遺
骸
を
施
し
て
ゐ
る
の
は
､
中
生
代
型
の

Sp
ha
e
r
o
z
.
u
m

を
含

む

.LnJjlP

1

九



地

球

第
十
三
番

解
式
が

重

八

二
〇

角
岩
も
あ
る
｡
偶
賀
押
撃
士
が
p
三
十
飴
年
前
此
地
を
調
査
せ
ら
れ
光
輝
の
報
告
に
'
衣
秦
附
近
の
或
石
衣
岩
中
に

鳥
韮
続
の
も
の
と
し
て

M
iclab
acia
を
紀
戴
し
て
あ
る
が
'
私
は
蓬
に
rJ
肌
を
怨
む
る
乙
と
が
田
楽
な
か
っ
た
.

蓋
し
故
上
の
如
き
軍
資
は
'
此
附
鑑
が
非
常
在
る
地
超
勤
を
受
け
た
か
p
又
は
浸
蝕
の
結
兼
下
位
の
古
珪
厨
が
所
々

は
露
出
し
て
'
複
雑
意
地
貿
堅
ホ
す
け
至
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
る
.

市
銀
暦
と
鳥
英
紙
の
銅
係
に
つ
き
.
最
後
に
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
.
小
川
北
壁
は
巳
に
台
-

『
西
南
日
本

地
質
構
造
論
』
中
に
'
四
囲
島
及
紀
伊
牛
島
の
古
庄
層
及
中
生
厨
は
､
側
魔
は
凝
固
す
る
術
上
作
用
の
席
兼
.
瓦
以

ほ
覆
克
構
造
堅
不
し
て
ゐ
る
こ
と
を
張
鯛
せ
ら
れ
た
｡
而
79
先
度
は
.
紀
伊
牛
島
南
部
の
所
謂
時
代
未
詳
の
中
塵
圏

中
常
も
､
白
雲
配
以
前
の
地
層
が
此
構
造
に
於
で
存
在
の
可
髄
悼
あ
る
FJ
と
MLJ注
意
せ
ら
れ
ね
が
.
之
を
報
賞
は
昔

明
す
る
機
骨
を
得
て
'
今
更
乍
ら
光
雄
の
桐
眼
に
驚
嘆
せ
ざ
る
か
)程
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
鳥
愚
妹
が
沈
積
せ
ら
る

上
削
迄
.
此
地
の
古
座
暦
は
著
し
-
削
膳
せ
ら
れ
､
同
時
に
招
仙
h
T受
け
た
｡
其
後
中
産
厨
堆
積
後
.
恐
ら
-
は
備
羅

末
期
に
於
け
る
造
川
運
動
の
た
め
､
地
層
は
再
び
沼
曲
を
始
め
.
藍
は
北
方
よ
-
の
魔
力
の
為
に
漸
次
北
方
に
傾
斜

せ
る
胆
斜
構
造
を
と
る
ほ
至
っ
た
が
､
側
願
の
相
加
と
共
に
､
此
箪
斜
問
曲
は
蓬
は
術
上
運
動
む
起
す
に
至
っ
た
｡

即
明
利
山
脈
川
脊
ほ
沿
ふ
街
上
組
(白
崎
糸
川
線
)
は
p
其
政
も
蹟
薯
在
る
も
の
に
し
て
p
有
産
暦
は
斯
-
し
て
鳥
凝

析
の
上
に
.1サ
リ
上
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
(第

1
跡
､
綿
二
間
)
其
後
幾
盈
笛
､

野
馳
の
進
む
と
共
は
､
扱
捜
せ
る
育

蕉
周
の

一
部
は
除
去
せ
ら
れ
ね
が
､
術
上
線
は
依
然
と
し
て
鳥
兼
路
と
の
境
界
を
な
し
て
ゐ
る
｡
白
崎
附
近
で
は
特

に
'
地
厨
の
傾
斜
他
よ
-
も
経
に
､
又
岬
の
南
方
断
崖
を
覆
す
と
こ
ろ
に
は
､
斯
る
断
僚
線
は
滑
う
で
.
育
塗
厚
石

衣
岩
と
中
産
静
砂
岩
と
の
間
に
角
磯
岩
が
あ
-
'
粟
に
厚
rb
的
育
米
の
弥
岩
の
岩
脈
が
露
出
す
る
｡
水
平
衝
上
運
動



ぎ

tlll
,t
llt
ti

.,.一t.IA

が
､
配収
～
墳
山川
f市
を
件
ふ
pJ
と
は
､
小
川
り北
塵
…が
雌
閥
や
寵
伊
草
色
仙
托
就
て
柵仰
め
ら
れ
て
ゐ
る
1
L
こ
ろ
で
､
班
に
述

∫
.

べ
し
薫
島

の
花
園
閃
舘
岩
も
'
同
性
栗
の
も
の
と
考

へ
ら
る
｡
角
磯
岩
は
白
崎
以
東
ほ
て
も
屡
々
之
を
見
る
｡
此
衝

上
組
は
､
其
後
の
各
和
の
断
層
(東
北
-
西
南
叉
は
西
北
-
東
南
)は
依
っ
て
断
た
れ
て
ゐ
る
｡

此
古
庄
圏
の
北
方
は
.
断
健
に
依
っ
て
七
四
万
で
は
鳥
典
続
と
'
東
北
で
は
井
闘
続
と
境
せ
ら
れ
て
ゐ
る
0

こ
.
鳥

盤

統

主
要
部
は
明
醐
山
脈
の
甫
斜
面
.
由
良
谷
と
の
間
に
露
出
す
る
碑
状
の
地
域
で
あ
る
｡
地
層
は
古
庄
暦
と
同
じ
-

東
北
東
-
西
南
西
の
走
向
を
有
し
､
叉
小
補
助
は
あ
る
が

一
般
に
は
北
へ
六
十
度
棟
の
傾
斜
を
な
す
O
由
良
柑
畑
の

東
方
溜
池
畔
で
は
､
鳥
…兆
柾
の
砂
岩
琵
岩
互
層
上
に
､
不
整
合
に
載
っ

てゐ
る
厚
さ
十
米
の
磯
岩
層
が
あ
-
'
同
様

の
7窯
の
は
畑
の
南
方
に
も
霞
目
す
る
｡
私
は
此
塵
岩
が
重
要
の
意

味
里

11す
る
も
の
と
解
し
tJ
P
之
に
畑
相
磯
岩
の

名
を
現
へ
た
｡
含
有
す
る
磯
は
'
主
と
し
て
純
色
叉
は
衣
色
角
岩
に
し
て
､
稀
に
細
粒
の
淡
黄
色
砂
岩
及
び
貫
岩
で

･あ
る
｡
岩
石
の
み
に
依
っ

ては
､
直
接
良
品
枕
の
磯
で
あ
る
か
は
批
克
せ
ら
れ
な

い
が
.
露
出
の
状
態
よ
-
は
別
に

鳥
巣
続
の
南
部
に
塘
逢
し
て

rJ
れ
よ
-
も
若

き
日
高
枕
の
基
底
で
あ
る
.
附
近
新
嘗
地
層
の
傾
斜
方
向
は
'

一
般

に
北
で
あ
る
か
ら
.
鳥
義
妹
の
各
暦
は
､
旦
向
棟
の

一
部
と
共
は
'
上
下
逆
晒
し
て
ゐ
る
rJ
と
j
在
る
.
(

節
二
間
)

こ
れ
は
前
項
に
述
べ
L
i=
壁
層
簡
上
運
動
に
起
因
す
る
も
の
と
考

へ
ら
る
｡
但
し
p
融
岩
の
薄
層
は
､
時
は
此
地
域

に
,P
亦
四
囲
ほ
て
79
鳥
典
就
中
に
組
め
ら
る
～
が
'
そ
れ
ら
は
此
畑
相
磯
岩
と
典
-
'
鳥
藁
舵
の

一
部
と
し
て
成
暦

せ
る
乙
と
は
､
露
出
状
態
に
依
っ
て
明
で
あ
る
｡

此
地
域
の
鳥
英
続
を
F
分
布
上
衣
の
玉
樹
に
匿
分
す
る
｡

紀
州
-;-1
良
附
近
の
鳥
地
紋
其
他
に
試

て

三
記

二

一



地

ユ犬
tEJ

ア､,i

･軋 切 石LP-ー -･,;.･4 tL.'I-:.･母乞古
cz7二 筋

約
十
三
怨

節
五
班

三
川.O

二

二

-
.
水

越

暦

2
.
醐

谷

暦

3
.
前
川
有
孔
虫
石
衣
岩

4
.
鵜

島

砂

岩

5
.
膚
金

屋

鳥

英

石

衣

岩

問

水
越
圏

此
圏
は
大
部
分
借
換
乃
至
青
森
色
の
砂
岩
､
農
色
又
は
黄
褐
色
宵

岩
よ
み
成
る
｡
砂
岩
は
よ
-
'
断
捜
せ
る

レ
ン
ズ
と
し
て
p
成
暦
頁
岩
中
に
挟
ま

れ
､
又
は
こ
れ
と
互
層
せ
る
が
､
此
革
賓
は
特
に
明
瞭
は
､
紀
勢
両
線
由
良
接
遇

の
開
峯
に
あ
た
っ
て
観
察
せ
ら
れ
た
｡
砂
岩
貢
岩
共
に
'
風
化
の
た
め
淡
黄
衣
魚

を
量
す
る
乙
と
著
浦
で
あ
る
｡
地
層
は
前
遇
の
迫
-,L
P
逆
晒
し
て
ゐ
る
も
の
と
見

放
し
'
此
闇
を
南
方
の
上
部
よ
♭
北
方
の
下
部
造
次
の
如
-
細
分
す
る
｡

不日 高 統(磯岩)

--(---一′--㌔-----､盤

1,I.･9岩 頁岩亙 圏合

2.上部鳥鵜石衣岩

3.砂岩(貫岩ヲ件 フ)

4.-t=1岩(砂岩ヲ件 フ)

5.申i',.:15鳥鼎石衣岩

6.塊 状 砂 岩

7.下部結晶質石衣岩

臥砂岩 ｡質 岩 互 暦
断
暦

古 生 暦(砂岩)



石
次
岩
の
三
管
申
､
最
下
部
の
も
の
は
響

量

で
･
淫

花

石
と
寵
め
覆

い
が
､
水
越
峠
束
〟
で
は
有
孔
虫
を
含

む
｡
中
及
上
部
石
奮

石
は
化
石
の
現
減
多
-
､
屡
々
鯛
状
態
量
し
-
又

一
敗
は
ス
チ
ン
ク
カ
ル
ク
で
あ
り
二

時

に

蕉

虫
角
岩
蒜

以
,
水
越
峠
の
道
側
に
所
々
に
好
露
-

あ
る
,
水
越
石
衣
岩
は
､
慧

多
-
の
地
墓

潜
法

っ
て
注
意
せ
ら
れ

て氷
ね
も
の
で
,
礁
蟹

･
i<
簸
楠
氏
は
'
次
の
如

き
化
前
を
記
載
し
て
ゐ
ら
れ
る
｡

1,
C

h
a
e
t
e
t
o
p

s
I
S

Clin
ita

N
eum
ay
r･

2
.

M
i
c
r
a

ba
c
i
a

s
p

,

3

.
M

on
tliv
au
l
t

ia
s
p

,

4
.

S
te
t
]

isp
on
gi
a(
?

)

s

p

･

5

.
T
ex

tur
atia
s
p

,

6
.

N
o
d
o
sari
a
s

p
.

7

.D
is
c
o
r
b

ina

s

p
･

∞.
C
id
aris
s
p
.

此
申

(
i)
Ch.
crini
t
a
は
驚

墓

-

の
で
p

N
eum
ayr
が
土
佐
の
億

光
統
中
に
初
め
品

職
し
品

水

引
蒔
き
他
の
聾
者
に
依
っ
て
,
肥
後
義

減
姦

城
等
の
同
暦
中
に
慧

せ
ら
れ
-

の
で
あ
る
｡
(
∞
)
C
id
aris
sp
･

の
株
は
此
地
の
上
部
鳥
英
石
衣
岩
に
影
し
い
0
以
上
の
外
.
私
は
次
の
如
き
も
の
を
私
め
R
.

T
勢
革
如
璃
剖
対
甑

(
F
.
ram
inifera
川o
n
e
)

骨
碧
か

軸

面

Tbr(
蝉

(G
aStr.
PO
d
a
l

zo
ne
)

離
州

由
良附
虹
の
鳥
凝
統
其
他
に
放

て

7115

】

二

三



貸
費

鯨
十
TlJ尊

壌
弼
番

∩
1｡
S
ty
lin
a
cf.
k
atch
en
sis
A
ch
｡

2
.
C
olu
m
n
ar呈a
(
り
sp
.

3
.
S
trom
atop
ora
a
.
sp
.

4
.
T
ereb
ratu
la
sp

5.
N
erin
ea
(
･?
)
sp
.

上
意
臥
島
具
有
友
岩
(C
id
aris
zon
e)

6
.
T
ron
eh
am
mi
n
a
sp
.

?
.
T
ex
tu
ralia
cf.
cord
iEorm
is
S
ch
.

8
.
L
ag
en
a
sp
.

9･
D
en
talin
a
sp
.

ヱ
O∴
P
u
lv
in
u
iin
a
(
り
sp
.

1
1∴
C
ary
op
h
yl
呈ia
sp
.

12
.
7
ereb
ratu
ia
in
slg
n
is
O
p
p
el.

13
.
T
ereb
ratu
lin
a
sp
.

14
.
T
ereb
ratu
la
(W
al
d
h
eimi
a
)
sp
.
aff.
D
arw
in
i
(
D
esi.)

15.I
R
h
y
n
ch
on
ella
sp
.

一
考
ま
ti
三
二宅
bZl
i(
王桓
(
正
三
錯
簿
罵
三束
)
喜
一Li
生
鮮
6
い
:73
a
:品
盛
時
○

胸
l

一
丁昆



瀞
瀞瀞潤者瀞儀農低唱,.竜

1書

方
16･

Com
oseris
,ju
m
aI
e

n
S
is.
I+
I

regu
l
a
r
i
s

G
r
gory

1

7.
P
se

udo
c
h
a
e
t
e
te
s

-

)i
jie

B
r
y
o

zoa
.

以
上
の
申

(12
)
T
･
i

n
si
g
n
is
は
.

N
eu
m
ayr

に
依
っ
て
土
佐
の
鳥
英
紙
中
は
記
載
さ
れ
て
ゐ
る

T
erebratul
a

bi
s

suffarcina
ta
に
酷
似
す
る
J9
の
で
.
共
は
中
欧
の
上
部
保
雄
配

(鮒
柵
舶
%
fh.0rSiiaann
)は
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
｡

(
ご

S
･

katch
en
sis
及

(
(
6)
G
･
ju
m

arensis
は
p
印
度
の
中
部
楳
雅
紀
上
部

(U
pp.
B
2ithon
仙an-

Cat1oviar
l)
産
の
も
の
に
頼
経
を
求
め
ら
る
｡

此
外
中
部
倣
雅
紀
上
部
以
上
の
プ
ア
ク
ナ
と
瓜
は
れ
る
も
の
に
､

(7)
T
･
cf･curdiform
is
(14
)
T
･

D
lrW
in
i
及

(
1
7)
Pseud
ochaetetes
粗
似
の
茄
歳
等
が
あ
る
｡
斯
-
の

如
-

.
本
邦
各
地
の
鳥
英
続
が

.
従
衆
上
部
保
雄
と
せ
ら
れ
た
る
に
対
し
.
此
虞
で
は
中
部
催
雅
紀
の
上
部
む
も
含

む
も
の
と
考

へ
ら
る
｡

水
越
の
尭
方

二

五
粁
鹿
ケ
潮
(商
離
村
)
に
石
灰
岩
の
小
露
出
が
あ
み
､

C
idaris
sp.
其
他

1
､
二
の
化
石
を
含

ひ
が
此
鮎
は
水
越
の
上
部
暦
は
粗
似
す
る
｡
門
前
(
由
良
村
)醐
出
(白
腫
村
)
の
石
衣
岩
は
F
層
序
撃
的
ほ
は
互
以
に

典
る
暦
位
に
あ
る
如
-
〓心
は
る
ゝ
が
.
侮
臆
の
碑
及
新
山
の
化
石
よ
か
推
し

yt
こ
れ
亦
水
越
の
上
層
に
似

てゐ
る

酬
出
の
石
衣
岩
は
層
序
撃
的
ほ
も
水
越
の
上
層
に
此
す
べ

き
も
の
で
あ
る
｡

聞

細
谷
厨

此
樹
は
鳥
英
紙
主
婁
部
の
西
南
鵜
む
占
め

p
前
記
醐
出
石
次
岩
露
出
以
南
の
地
に
発
達
す
る
79
の
で

白
崎
村
醐
谷
の
北
方
に
特
有
な
る
含
化
石
石
衣
岩
が
あ
る
為
に
斯
-
命
名
し
た
｡
岩
石
は
暦
位
上
p
上
部
で
は
陪
灰

色
汁
空
費
色
砂
岩
及
び
黒
叉
は
黄
色
菖

石
p
中
部
で
は
鳥
鬼
石
磐

石
皮
質
岩
を
件
ふ
放
散
虫
角
岩
の
厚
厨
.
下
部
で

は
塊
状
の
砂
岩
｡打
岩
･角
岩
着

衣
岩
等
で
あ
る
｡
各
層
は
水
越
暦
と
同
じ
く
北
に
傾
斜
せ
る
革
斜
構
造
と
と
る
｡
中

紀
州
山
良
附
虹
り
品
数
統
共
他
に
放

て

蒜

二

二
五



地

球

節
十
三
懲

解
五
紙

遠

田

二
六

部
は
此
骨
の
最
79
重
要
を
る
も
の
で
'
角
岩
の
厚

さ
所は
凡
そ
二
百
米
に
達
し
､
標
高
二
六
三
米
の
霊
山
を
覆
す
｡

酬
谷
｡糸
谷
(以
上
白
臓
村

Y
江
ノ駒

(
由
良
村
)
の
錬
色
叉
は
紅
色
角
岩
中
に
は
'
中
部
凹
問
の
鳥
亜
種
中
に
見
る
べ

き
C
e
n.sp
h
aera.
D
icty
.m
it
ra､S
p

haerozou
m

等
多
数
の
放
散
虫
を
含
有
す
.
大
分
セ
メ
ン
ト
食
酢
に
近
さ

長

井
′鼻
に
は
､
明
に
三
つ
許
わ
の
描
桃
状
石
灰
岩
を
挟
む
線
色
放
散
虫
角
岩
が
あ
･eh
t
之
は
封
岸
の
糸
谷
の
汀
に
も
露

S
す
る
｡

一
般
に
此
厚

u
J放
散
出
動
岩
め
南
側
即
上
位
は
'
石
衣
岩
の
小
露
出
が
各
所
は
あ
る
｡
刑
谷
石
衣
岩
中
に

は
､
所
に
よ
-
で
は
化
石
の
み
で
岩
石
を
構
成
せ
る
位
に
化
石
の
親
戚
が
膨
し
い
｡
中
に
は
種
属
を
決
定
し
禅
家
か

つ
ね
79
の
79
多

い
｡

1

,

Stro
m

a
t
o
p
o
r
a

j
a
p

o
n
i
c
a

Y
ab
e
.

2
.

Id
io
stroma

∽
.

C

h

a
e
t
e
t
e
s

4
･L

S-yi
i
n
a

5

.

T

e
r
e
b
r

atuia
n

･
S

p
.

n
･
S

P
･

n
･

S
P
,

S
p
･

右
の
大
部
は
中
村
先
生
の
御
撰
基
に
な
っ
た
も
の
で
､
特
に
邦
借
願
っ
た
も
の
で
あ
る
O
(1)
S
,
3'aP
On
ica
は

矢
部
博
士
が
､武
減
五
日
市
の
鳥
盛
石
衣
岩
中
に
雨
-
聴
衆
せ
ら
れ
た
も
の
と
同

一
種
で
あ
ヵ
､(
2

)
Id
io
stlOm
a
は

教
も
普
通
を
柱
状
の
も
の
で
'
私
の
狭

さ
見
聞
で
は
､
中
産
紀
型
と
し
て
fJ
れ
ほ
.比
す
べ
き
種
板
を
他
の
何
慶
の
地

に
79
畢
ぐ
る
rJ
と
が
出
水
覆

い
｡
S

tyli
.Tlaは
印
皮
の
中
部
楳
都
配
上
部

(
U
pp
er
B
ath
onian)
の
も
の
は
近
似
し

て
ゐ
る
0



ぎ

1

.
1
,.-】p

..～

･_-ll

榊
谷
の
北
隣
菅
-

森
に
は
ー

白
色
･結
晶
学

撤
密
の
石
衣
岩
の
大
露
出
が
あ
っ
て

時
に
有
孔
虫
や
源
官
金
の
茸

を
含
ん
で
ゐ
る
が
p
醐
谷
層
に
属
す
る
か
は
古
生
物
撃
的
ほ
は
確
か
衣
冠
接
が
な

い
｡

醐
谷
圏
の
東
方
で
は
'
地
層
の
撹
乱
著
し
-
､
敗
暦
の
角
岩
は
急
に
絶
た
る
J
か
､
又
は
金
-
消
失
し
て
ゐ
る
の

で
･
此
紳
春
樹
と
前
記
水
越
暦
と
の
闇
序
撃
的
紺
係
は
明
瞭
で
な

い
｡
化
石
と
比
較
す
る
ほ
'
神
谷
健
で
は
腔
腸
動

物
の
特
殊
な
新
棟
と
す
べ
き
も
の
多
上

水
越
暦
で
は
据
膳
の
課
.
腕
足
棟
.
調
糊
等
が
主
で
あ
っ
て
.
時
代
の
新

嘗
を
定
め
難
-
､
唯
水
越
圏
及
此
暦
の

S-ylina
に
頬
似
の
鮎
が
あ
る
の
み
で
あ
る
｡
然
し
巳
に
記
し
た
る
如
-
p

此
暦
の
下
部
は
凍
る
榊
出
の
石
怒

石
は
､
水
越
の
上
層
は
近

さ
故
は
.
醐
谷
暦
は
水
越
層
よ
･chも
鳥
英
の
上
部
を
代

表
す
る
も
の
と
信
ぜ
ら
る
｡
但
し
､
地
層
逆
樽
の
た
め
に
見
掛
上
の
闇
序
は
上
下
逆
に
な
っ
て
ゐ
る
｡

鳥
弟
妹
は
水
越
峠
附
近
ほ
て
敢
79
巾
狭
さ
地
域
を
占
む
0
こ
れ
は
古
生
圏
が
衝
上
運
動
ほ
て
此
地
圏
を
敏
ひ
し
た

め
と
･
特
に
此
附
妃
を
通
る
南
北
の
山
背
は
滑
ふ
側
魔
の
結
果
に
L

y.
此
地
鮎
は
同
時
は
地
層
の
硬
化
を
来
し
､涯

蝕
に
横

へ

て今
EI
の
如
-
高
-
残
存
す
る
に
至
っ
た
○
古
生
暦
の
術
上
運
動
と
同
時
に
､
鳥
塵
紙
も
亦

高

倉
で
は

あ
る
が
p
由
良
谷
に
沿
ふ
街
上
帝
に
よ
-
南
方
の
旦
向
銃
の
上
に
戟
み
上
っ
た
も
の
で
.
1蒜

暦
位
上
水
越
の
上
厨

(
宥
葱

石
)
で
あ
っ
た
市
原
の
鳥
鼎
石
衣
岩
は
'
そ
の
た
め
に
位
置
を
担
じ
ね
と
解
す
べ
き
理
由
が
あ
る
｡

糊

前
悶
有
孔
虫
石
悉

石

水
越
圏
は
鹿
川
の
谷
を
隔
て
で
東
に
延
長
し
､
同
属
村
前
旺~
の
菓
北
に
は
石
悉

石
の
厚

腎
を
挟
む
0
此
石
衣
岩
は
､
緑
色
角
岩
と
共
は
此
地
の
鳥
典
銃
の
下
部
を
代
表
す
る
も
の
で
p
上
部
は
砂
岩
及
菖

石

を
主
と
す
る
0
北
方
は
衝
上
線
に
依
っ
て
ii=生
圏
と
.
南
方
は
不
整
食
に
償
っ
て
日
高
銃
と
境
す
る
｡
石
磐

石
は
長

rb
約
二
肝
の
レ

ン

ズ
の
連
櫓
よ
-
成
㌔

厚
き
所
は
宵
米
以
上
に
達
す
.
此
中
非
結
晶
贋
の
も
の
は
､水
越
内

前
の

紀
州
由
良
附
妃
の
鳥
取
統
英
他
に
放
て

l豊

二

七



地

球

節
十
三
番

節
五
依

壷

ハ

T
!
<

石
衣
岩
の
如
-
獅
状
を
量
し
.
且
油
島
が
あ
る
｡
略
表
色
石
次
岩
や
ほ
は
.

Endothyra､T
roch
a
m
mi
n
a
等
を
含

み
p
水
越
の
下
部
石
衣
岩
に
舶
常
す
る
｡
非
蜘
橋
畔
の
紙
色
角
岩
､
時
に
粘
板
岩
肇
の
79
の
ほ
は
､
S
p
hae1020u
m

C
e
n
o
sph
aera
を
含
む
｡

佃

鵜
島
砂
岩

此
圏
は
主
に
成
層
し
た
厚
さ
砂
岩
よ
-
成
-
､
通
常
中
に
貢
岩
の
薄
層
'
稀
は
石
衣
岩

｡
磯
岩
を

挟
む
｡
肋
骨
は
南
に
傾
斜
L
p
南
方
の
古
生
暦
と
は
断
簡
を
以
て
堕
す
.
蓬
莱
島
の
鳥
英
石
衣
岩
は
､
有
孔
虫
､
石

衣
鞍
等
の
不
完
発
な
る
化
石
を
含
む
の
み
ほ

てp
水
越
暦
と
の
閥
係
は
不
明
で
あ
る
｡
砂
岩
の
性
貿
及
成
層
の
状
態

那
.
酉
離
層
の
三
釣
介
砂
岩
(
ゴ
ー
ル
･1
統
前
)
は
頻
似
せ
る
乙
と
は
'
雅
楽
の
研
究
は
於

て注
意
す
べ

47,鮎
で
あ
る
｡

F
o
ra

h
]含

む
石
衣
岩
が
あ
る
｡

此
小
低
域
の
石
衣
碧
は
p
恐
ら
-
衝
上
作
用
は
よ
っ
て
北
方
の
憤
石
統

(N
eoco･

mian)
と
､
商
方
の
井
槻
統
(
下
部
ジ
ュ
ラ
紀
?
)
と
の
岡
に
介
在
し
た
も
の
が
､
沖
積
暦

に
規め
ら
れ
､

1
部
分

露
出
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

㈲

鳥
鼎
石
衣
岩
の
成
閤
及
時
代

本
邦
特
有
の
鳥
兼
石
衣
岩
が
p
静
穏
に
し
て
漉
暖
在
る
嘩
轍
に
堆
積
せ
ら
れ
た

腐
泥
贋
物
の
塾
化
に
基
-
79
の
な
る
rJ
と
は
､
従
武
藤
々
論
ぜ
ら
れ
溌
と
こ
ろ
で
あ
る
O
乙
の
岩
石
は
石
衣
分
供
給

の
豊
富
在
る
修
件
の
下
に
､
徐
々
は
教
蓮
し
た
と

思
は
る
J
鯛
状
構
造
を
有
し
.
且
.
S
tin
k粁
1ik
在
る
rJ
と
､
及

肌
糊
粗
エ

イ
ド
ロ
ゾ
ア
｡新
鹿
｡腕
足
顛
･梅
臆
敗
･石

衣
藻
等
の
化
石
の
性
質
は
p

此
地
の
該
石
衣
岩
の
成
因
に
つ

き
で
も
p

叙
上
の
見
解
を
肯
産
す
る
も
の
で
あ
る
.
而
し
て
化
石
の
質
と
畳
と
は
､
必
ず
し
も
別
瑚
概
の
存
在
を
主

張
せ
ず
p
或
場
令
に
は
'
刑
瑚
躍
よ
-
79
か

へ
っ
て
他
の

'1
イ
ド
ロ
ゾ
ア
等
が
､
化
石
む
代
衷
す
る
rJ
と
も
あ
る
0
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但
し
此
地
の
所
謂
鳥
盛
石
灰
岩
に
し
て
､
永
井
′

鼻
に
放
け
る
加
-
角
岩
中
に
あ
っ
て
'

明
白
な
る
届
桃
状
を
夜
す

も
の
は
少

い
が
､

l
見
塊
状
に
地
層
の

一
部
を
成
す
如
-
見
え
る
も
の
が
多

い
｡

pJ机
は
必
ず
し
も
刑
瓢
確
の
存
在

を
意
味
す
る
も
の
で
は
夜
-
､
地
表
の
露
頂
で
は
浸
蝕
の
結
果
､
届
桃
状
か
塊
状
か
が
不
明
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
｡

恐
ら
-
腐
泥
貿
物
堆
積
と
北
ハほ
､
種
々
の
葎
海
佐
生
物
及
び
小
規
模
の
刑
瑚
椛
が
閉
ぢ
込
め
ら
る
㌧
ほ
至
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
0

鳥
愚
妹
の
時
代
に
就
て
は
､
上
部
俺
雁
配

(
T
i-honian)
で
あ
る
乙
と
は
多
-
の
意
見
が
傾
5,
て
社
告

私
も
然

侶
ず
る
79
の
で
あ
る
が
責

は
私
は
中
部
保
雄
配
の
上
部
(
Ba
th
onian
･C
at1ovian)迄
も
含
む
べ
き
も
の
で
は
を

い
か

と
の
考

へ
を
有
す
る
rJ
i
Jは
既
託
の
如
-
で
あ
る
｡
但
し
私
の
古
生
物
撃
的
研
究
は
'
今
荷
不
充
分
の
磯
-
な
ま
粕

が
れ
伯
と
錐
七
光
年
番
藤
津
撃
士
が
'
朝
馬
の
鳥
典
石
衣
岩
の
下
位
と
皿
は
れ
ーる
砂
岩
暦
中
に

.

中
部
傑
雅
紀
の

陸
成
層
た
る
我
内
昔
の
年
取
蘭
と
p
鳥
蘇
盟
の
上
部
保
雄
配
暦
と
の
閑
係
を
除

い
て
は
'
北
方
ア
ジ
ヤ
大
陸
と
日

本
列
島
の
海
成
保
雄
は
連
絡
が
な
か
っ
た
乙
と
は
i

TqTeum
ay
r,
U
h
lig
等
ほ
依
力
述
べ
ら
れ
た
｡
兜
に
U
h
lig
は

我
外
帯
の
梅
成
傑
錐
と
他
励
南
方
と
の
連
絡
を
認
め
畝
か
っ
た
が
t
.
N
eum
ay
r
は
我
鳥
英
統
申
砂

プ
ア
ク
ナ
に
､

中
欧
の
も
の
と
同

li
種
の
且
の
が
あ
る
乙
と
,<tJ指
摘
し
た
｡
私
の
研
究
の
結
基
は
､
腕
足
椿
の
如

き
は
同
じ
-
中
欧

の
も
の
に
近
-
.
他
方
二
､
三
の
Ⅲ
瑚
鵜
に
は
印
度
産
の
も
の
ーこ
極
め
て
近
似
の
も
の
も
あ
る
｡
己
に
三
重
配
に
於

でp
日
本
慣
域
と
ヒ
了
フ
キ
筒
域
と
の
間
に
連
絡
の
あ
っ
た
fJ
と
は
'
近
年
於
下
軸
撃
士
が
四
囲
に
於
て
静
め
ら
れ

ね
と
rJ
ろ
で
あ
る
｡
故
に
'
前
述
の
覇
薯
は
'
日
本
及
ヒ
マ
ラ
ヤ
両
地
域
が
'
保
都
紀
暦
堆
積
中
に
も
P
連
絡
せ
ら

紀
州
山
且
附
妃

の
鳥
放
談
其
他
に
就
て

昂

七

二
九



鳥 鵜 統 産 化 石 表

イセ 市 名

1.'lextu二arlacf.cordifor-
1llisSch.
2.Cyclammina lituS Yo-
koyF-ma.

3.Pulvinulina(?)sp
4.ccnosphElel̀a rCgul.iris
RHst.

6･Sph,lerOZOum SP.
6.Dictyomill'aSp･
7･Montlivaulti･iISp･

8.Stylitiacf.katchensis
ACh.

9.Stylinan.sp
10.Thamn'lStI.aCaSp
ll.Convcxnstl･,lea Orlenta_
lis
12･ComoscriscF.jumarensis
13.ChactctOPSis crinita
NL}uLllayr･
14･Chnctctes-HkeBryozoR.
15･Stl･OlnEttOP〔)rajnponiごa
Yabe.
16･StromEltOPOrElmemOl.ia
N.lum.,Y.lbe.
17LStroITmtOrWratl.sp･
lらlIdiostroITlnn.Sp･
19･Cil･COPOrellR semiclath-
rtttaH打y,lsElkEI･
20.CidEll･iscf.glnndifer<l
Goldf.
21.Hcmicidaris cf.crenuト
･11.isAg･
22,Tcl･ebl･atulabisuffarcin_
Elt{17,icten.
23･rllcl･ebratula inslgnis
Oppe1.
24.Tcrebr.ltula DnL･Wini,
DeSl.
2:'･Terebratulinasp.
26･Rhyncho11ell･{tSP.
27･RhynchoncllaHaradai
Neumayr.

28.CyrenaNElumannin･spl
29･TriL:hitcs(?)sp.
SolNeritleilCf.viSurgisR0-
111e∫.

･

J
･

･
三

･

十

･
･

T

･
…
'
･

･

+

十
十

+

】

++++ JuraTithonianとこ多 シ 〟
++ 〟

+ upp.Bathor t トan-Calloviiln

upp.Bathoni

+ -ト anP

十一ト十一ト+ upp.Bnthon-inn-Callovi anJura叙似

十+十千? ･ト+++十? 十+ ?

十 oxford_Tit-honiこln0ⅩfordMid-Lins懲inIJ.Mid-LinsWi似Jur{1叔 似0Ⅹford-ト++ +-ト?-ト?

妨
十
三
容

解
式
餅

一遍
八

三
〇
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山 良息災(土佐)五EHft(武威)川 JJi(磐城)毘問/(肥筏 時 代汗L!rJl.)

++ Iura軌似

++

イヒ 石 名

31.TurritcllilSP.
32.Hnrpocer.lS J叩Onica
Neumayr.

33.Perisphinctessteigeri･
34･StropllOdussp.
35.Columnaria(?jsp･
36.Mctasolenopor.TlrOthple-
tziYabe.

れ
ね
rJ
と
も
あ
っ
た
と

い
ふ
特
殊
夜
例
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ら
う
U

≡
.
日
高
統
(安
斐
川
層
群
)

鳥
英
紙
の
南
側
に
磯
連
す
る
砂
岩
･頁
岩
の
厚
暦
で
p
角
岩
｡石
衣
岩
を
仲
ふ
0

既
に
記
せ
る
如
-
､
地
層
の
走
向
は
鹿

ケ
漸
峠
と
迫
ず
る
南
北
の
山
脊
の
束
酉

ほ
て
異
-
.
東
側
は
東
商
通

1
両
北
甜
'
両
側
は
東
北
東
-
酉
商
酉
で
あ
る
｡

摺
曲
の
力
め
同
暦
が
反
覆
し

て厚
-
露
出
す
る
｡

rJれ
を
次
の
二
暦
は
介
つ
｡

1.

白

馬

暦

2
.
寺

柵

暦

関

白
梅
暦

此
暦
は
北
方
の
寺
紬
暦
と
は
街
上
線
と
以
て
境
し
､
南
方
は
未

踏
奄
置
域
に
属
す
｡
下
部
は
'
白
馬
山
脈
の
南
斜
面
は
分
布
す
る
極
め
て
厚

さ

濁
色
乃
至
暗
衣
色
撤
密
砂
岩
に
し
て
p
中
部
は
成
層
叉
は
塊
状
の
放
散
鹿
角
岩

の
三
層
を
倉
む
砂
岩
'
上
部
は
砂
岩

｡
貢
岩
の
互
圏
よ
-
成
る
｡
紅
色
叉
は
純

色
角
岩
申
ほ
は
､
次
の
如
-
烏
英
紙
や
四
囲
の
安
塾
川
層
群

(上
部
棟
羅
配
)

の
も
の
に
異
ら
在

い
ラ
ヂ
そ
フ
リ
ヤ
を
包
減
し
.
暦
位
上
安
董
州
層
群

に
対
比

す
べ

き
79
の
と
信
ず
る
.

1

,

C
eno
S

P
h
a
e
r
a

r
e
g
u

l
a
r
i
s

R
G
st.

2
･

S
p
h
a
e
r

o
2:G

u
m
SP･

紀
州
-;
良
附
妃

の
鳥
取
統
其
他
に
放

て

1
:1
発

1)二



地

班

川.S
十

三
岱

節
玉
髄

烹
O

三

二

溜 -.､

ふさ'{一束ml･1山3--～-∴;.-一朗 且--
凋雪白一一一:1--･

∽.
Dicty
om
i富

sp.

白
馬
暦
と
鳥
盛
枕
(中
部
上
部

-
上
部
倣
雅
紀
)と
の
抽
係
は
不
明
で
あ
る
が
.
岩

質
や
放
散
鹿
の
性
肇
等
よ
卓
推
し
て
.
順
々
同
位
か
'
或
は
幾
分
此
厨
が
上
位
と

恩
は
れ
る
｡

胸

章
和
暦

岩
石
は
賂
々
∵
境
に
'
淡
黄
色
砂
岩
及
黄
色
乃
至
黒
色
貫
岩
の
互

暦
ほ
し
で
､
時
に
錆
色
ラ
ヂ
オ
ラ
リ
ヤ
振
岩

･
衣
白
色
石
衣
岩
の
磯
達
が
あ
る
｡

地
層
の
傾
斜
方
向
は
北
又
は
宙
で
あ
る
｡
此
暦
は
北
方
の
鳥
鬼
舵
を
不
整
合
は
被

以
断
層
に
て
南
方
の
白
馬
圏
と
堕
す
｡
寺
紬
暦
の
薫
色
粘
板
岩
中
に
は
､
白
馬
暦

の
角
岩
中
に
み
る
と
同
種
の
放
散
鹿
を
含
む
と
躍
.
暦
位
上
は
白
馬
暦
よ
身
上
に

し
て
､
鳥
盈
統
(中
部
上
部
-
上
部
保
雁
)を
不
整
合
に
被
ふ
乙
と
よ
-
或
は
下
部

白
壁
和
暦
な
ら
ず
や
と
の
疑
も
起
る
｡
但
し
此
盛
に
は
椴
は
傑
凝
紀
の
最
上
部
と

す
る
0

恩
遇
続
の
岡
は
磯
蓮
す
る
是
等
の
厚

さ
地
層
は
､
茸
で
此
地
を
踏
査
し
た
多
く

の
地
質
撃
者
､
例

へ
ば
倍
嚢
夫

築
孟

橋
等
の
諸
氏
は
依
っ
て
烏
英
統
よ
-
も
下

枠
の
も
の
と
せ
ら
れ
た
が
､
小
川
博
士
は
か
へ
っ
て
若

い
外
観
を
有
す
と
述
べ
ら

れ
た
｡
私
の
貸
地
踏
査
に
依
れ
ば
'
叙
上
の
如
-
鳥
遜
続
と
略
同
時
代
の
も
の
よ

-
､
之
-
-
79
甜
々
菅
-
地
層
が
ー
摺
曲
後
軍
斜
構
造
を
と
っ
た
為
に
ー
同
僚
の
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反
覆
が
恰
も
典
る
厨
の
加
-
厚
-
聴
蓮
し
た
と
解
せ
ら
る
る
(雛
三
間
)｡
江
原
博
士
は
詳
細
在
る
ラ
ヂ
オ
ラ
-
ヤ
の

研
究
は
依
-
凹
周
の
安
泰
川
僚
群
が
､

C
alifornia
の

F
ran
ciscan
G

rou
p
に
封
比
す
べ
き
も
の
に
L
lyJ
､
文
鳥

英
紙
と
も
略
々
同
時
を
ら
ん
と
結
論
せ
ら
れ
た

｡
私
の
粒
魔
に
依
れ
ば
p
S
p
h
ae
T

O
Z
O
u

m
の
如
q
J放
散
虫
は
､
莱
都

iE
近
郊
の
市
外
圏
赤
色
角
岩
中
に
も
､
安
越
川
暦
群
中
に
み
る
と
等
し

さ
も
の
む
登
兄
し
得
ら
れ
る
か
ら
P
必
ず
し

も
時
代
を
明
示
す
る
も
の
で
は
を

い
が
､

.I
舷
に
は
上
部
像
雅
紀
に
故
も
普
通
の
79
の
で
あ
る
O
放
散
虫
以
外
の
化

石
が
此
等
の
暦
中
は
登
兄
し
縛
ら
れ
夜
か
つ
ね
か
ら
'
乙
れ
以
外
時
代
に
閥
し
て
信
ず
.I(
き
琵
櫨
が
な

い
が
暦
序
撃

的
ほ
も
矢
張
上
部
僅
雅
と
な
す
が
至
常
で
あ
ら
う
｡

四
'
井

関

統

此
舵
は
明
細
山
脈
の
北
密
に
露
出
す
る
も
の
で
､
下
部
は
磯
岩
を
含

ひ
砂
岩
､
上
郷
は
砂
岩
･
貫
岩
の
瓦
屠
よ
-
成

る
｡
非
蛸
の
西
で
は

1
の
向
斜
轡
かJ
有
す
る
が
.
一
般
に
は
兄

掛
上
南
に
傾
斜
し
､
北
方
の
領
石
統

(N
eocom
ian
)
､

南
方
の
有
壁
層
と
は
.
断
簡
を
以

て境
せ
ら
る
｡

此
地
域
は
矢
部
悼
士
の

ト
リ
ゴ

エ
ア
砂
岩
層
た
る
酉
･E
層
(P
re･

G

aut
tJyrJ含
め
て
p
高
橋
博
士
に
よ
っ
で
.
以
前
音
原
紙
と
命
名
せ
ら
れ
た
地
域
の

一
部
分
で
あ
る
｡
未
だ
化
石
が

敬
見
当
れ
な

い
が
､
岩
石
や
其
成
層
の
状
態
は
､
閤
戯
暦
叉
は
物
部
川
続
に
'
甚
し

き
は
奇
相
闇

(
上
部
保
雄
)
に

相
似
す
る
鮎
が
あ
る
の
で
'
和
泉
砂
岩
の
意
味
を
有
す
る
菅
原
続
の
代
-
ほ
非
闘
続
の
名
柄
を
用
以
カ
｡

Ⅳ

結

以
上
を
概
括
す
る
に
次
の
如
く
で
あ
る
｡

紀
州
由
良
附
虻

の.鳥

恥
紘
炎
他
に
就
て

ニ

ThJ
l

三

三



地

球

餌
十
三
懇

飾

五
班

毒

7

三
四

九

衝
上
運
動
の
沌
英
､
鳥
英
紙
を
被
覆
す
る
に
空
っ
発
育
基
層
(P
er
m
?
C
arboni
f
e

rous)を
､

明
神
山
脈
の
北
斜

面
に
匪
見
し
た
｡

Eq.
此
地
の
鳥
鼎
石
衣
岩
は
.

中
部
保
雅
紀
上
部
乃
至
上
部
傑
雅
紀
の
生
成
ほ
か
J
る
も
の
で
あ
る
.
其
凝
連
は
局

所
的
で
あ
わ
､
且
各
-
が
主
と
し
て
､
機
縁
の
小
規
模
を
凹
所
に
堆
積
せ
ら
れ
た
腐
泥
質
物
の
趣
化
に
基
-
も
の

と
奏
せ
ら
る
｡

0.日
南
棟
は
､
四
囲
の
繁
華
州
層
群
(上
部
秩
雅
紀
)
に
対
比
せ
ら
る
べ
き

も
の
で
あ
る
が
､
其

一
部
た
る
寺
軸
暦

は
､
鳥
苑
続
を
不
整
合
に
被
覆
す
る
か
ら
'
此
統
甲
に
は
佃
種
々
の
時
代
の
も
の
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
温
は
れ
る

但
､
目
高
続
の
兄
掛
上
の
厚
さ
は
摺
曲
後
輩
斜
構
造
を
と
っ
た
た
め
賓
際
よ
-
も
犀
-
在
っ
て
ゐ
る
｡

掬
蟹
す
る
に
:l=;
Il
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